
演習ゲーム理論　初版第１刷　正誤表
(2005年 5月 17日現在)

■ vii 本書で用いる数学的記号　下から３行目
(誤)　 s!(n−s)!

n!
　→　 (正)　 n!

s!(n−s)!

■ P.29　演習問題２．７
(誤)

プレイヤー３・・戦略１ プレイヤー３・・戦略２

１＼２ 戦略１ 戦略２
戦略１ 4,2,-4 0,0,0

戦略２ 0,0,0 8,4,-6

１＼２ 戦略１ 戦略２
戦略１ 4,2,-6 0,0,0

戦略２ 0,0,0 2,1,-2

(正)

プレイヤー３・・戦略１ プレイヤー３・・戦略２

１＼２ 戦略１ 戦略２
戦略１ 4,2,-4 0,0,0

戦略２ 0,0,0 8,4,-6

１＼２ 戦略１ 戦略２
戦略１ 6,3,-6 0,0,0

戦略２ 0,0,0 2,1,-2

■ P.50　演習問題３．２の解　段落の上から２行目：
(誤)　混合戦略 pをとっているときのプレイヤー２　

→ (正)　混合戦略 pをとっているときのプレイヤー１

■ P.75　最下行
(誤)　 (A, DC, FE), (B, DD, FF )　→　 (正)　 (B, DC, FE), (A, DD, FF )

■ P.78　問題４．４　３行目
(誤)　の組は（2,4）となる。　→　 (正)　の組は（2,2）となる。

■ P.87　例題５．２　段落の上から５行目：
(誤)　プレイヤー１の選択をプレイヤー２は知ることができる。

→ (正)　プレイヤー１の選択をプレイヤー２は知ることができない。

■ P.89

上から１８行目：　 (誤)　 q = 0　→　 (正)　 r = 0

上から２３行目：　行末の ))の後に=を挿入
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■ P.92　演習問題５．２の解
(誤)　（１の行動戦略，２の行動戦略；２の行動）＝(

(E, E), P ;

(
1

4
,
3

4

))
,(

(N, N), A; (p, 1 − p)

)
　

(
ここで　 p <

1

3

)
,(

(N, N), (q, 1 − q);

(
1

3
,
2

3

))
　

(
ここで　 q <

3

4

)
,(((

2

3
,
1

3

)
, E

)
,

(
3

4
,
1

4

))
;

(
1

3
,
2

3

))

(正)　（１の行動戦略，２の行動戦略；２の信念）＝(
(N, N), A; (p, 1 − p)

)
　

(
ここで　 p <

1

3

)
,(

(N, N), (q, 1 − q);

(
1

3
,
2

3

))
　

(
ここで　 q <

2

5

)

■ P.108　３行目　 (誤)　収益ゲーム　→　 (正)　費用節約ゲーム
　　 　　６行目　 (誤)　収益ゲーム　→　 (正)　費用節約ゲーム
　 下から２行目　 (誤)　 βi = c({i})　→　 (正)　 βi = −c({i})

■ P.119　２行目　 (誤)　収益ゲーム　→　 (正)　費用節約ゲーム

■ P.127　１０行目　好み　→　効用

■ P.129　定理８．５
ゲームの不等式系で表されるコア　→　不等式系で表されるゲームのコア

■ P.131　下から８行目
(誤)　 s!(n−s)!

n!
　→　 (正)　 n!

s!(n−s)!

■ P.134　下から３行目
(誤)　 v(S ∪ {i1, i2, ..., ik−1 − 1, ik}) − v(S ∪ {i1, i2, ..., ik−1})

→ (正)　 v(S ∪ {i1, i2, ..., ik−1, ik}) − v(S ∪ {i1, i2, ..., ik−1})

■ P.137　６行目　
(誤)　 x ≥ y　ならば　 ui(x) ≥ ui(y)1)　

→ (正)　 x ≥ y　ならば　 ui(x) ≥ ui(y)1) ∀i ∈ N 　

■P.141　５行目　 (誤)　モンゲンシュテルン　→　 (正)　モルゲンシュテルン

１２行目　 (誤)　９人ゲーム　→　 (正)　１０人ゲーム
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■ P.145　５行目
(誤)　

zA = c, zB = xB +
a − c

2
, zC = xC +

a − c

2

(正)　

zA = c, zB = x +
a − c

2
, zC = 1 − x − a +

a − c

2

８行目　 (誤)　 x ≥ 1 − x − a →　 (正)　 x ≤ 1 − x − a

９行目　 (誤)　 x ≤ 1 − x − a →　 (正)　 x ≥ 1 − x − a

１２行目　 (誤)　 x ≤ 1 − x − a →　 (正)　 x ≥ 1 − x − a

■ P.146 例題９．２の解　１行目
（誤）安定集合の外部安定性から安定集合が存在するので，ある安定集合に属す
る配分が xを支配する。
（正）安定集合が存在するので，外部安定性から，ある安定集合に属する配分が
存在して xを支配する。

■ P.151　下から８行目
（誤）x domS y ⇒ x′ domS y′　→　（正）x′ domS y′ ⇒ x domS y

■ P.156　定理１０．１
(誤)　プリカーネル　→　 (正)　準カーネル

■P.158下から４行目　（誤）δ = yk−xk > 0 →（正）δ =
∑

i∈P yi−
∑

i∈P xi > 0

下から３行目　
（誤）

zi = (v(N) − v(P ) −
∑
j∈/P

v({j})) + v({i})

（正）

zi =
v(N) − v(P ) − ∑

j∈/P v({j})
|N \ P | + v({i})

■ P.161　下から１行目
（誤）であることがわかる。　→　（正）であることを示すこともできる。

■P.162　下から１２行目　（誤）BのCに対する　→　（正）AのCに対する
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■ P.162　下から１１行目　
（誤）Cの逆異議 (z, {(A, C)})　→　（正）Cの逆異議 (z, {B, C})　
■ P.162　下から１０行目　
（誤）すると zA ≥ yA = xA + ε

2
, zC ≥ xCより zA + zC > xA +xC = 10−xB ≥ 7

→（正）すると zB ≥ yB = xB + ε
2
, zC ≥ xCより zB +zC > xB +xC = 10−xA ≥ 0

■ P.162　下から９行目　
（誤）これは zA + zC ≤ v(AC)　→　（正）これは zB + zC ≤ v(BC)

■ P.163　演習問題 10.1の解　１行目
(誤)　 ε = −1

3
　→　 (正)　 ε = 1

3

■ P.178　例題１１．４の解
段落の上から３行目と４行目を以下のように訂正：
A, B, C, Dがそれぞれ 4,3,2,1の重み（票）をもっているとすると，
W = {AB, AC, ABC, ABD, ACD, BCD, ABCD}となる。

段落の上から７行目・８行目の計算式を以下のように修正：

φB(W ) =
1! · 2!

4!
· 1 +

2! · 1!

4!
· 2 =

1

4

φC(W ) =
1! · 2!

4!
· 1 +

2! · 1!

4!
· 2 =

1

4

■ P.206　例題１３．１（３）
(誤)　 (2)において２人の効用関数．．．　→　 (正)　 (1)において２人の効用
関数．．．

■ P.207　上から２行目
(誤)　正アフィン変換の独立性　→　 (正)　正アフィン変換からの独立性

■ P.218　問題４．２　（１）展開型表現　一番右側の情報集合を示す記号
(誤)　 u22　→　 (正)　 u12

■ P.219　問題４．６　（２）

(誤)　
∂π1

∂π1

=
∂π2

∂x2

= 0　→　 (正)　
∂π1

∂x1

=
∂π2

∂x2

= 0

■ P.220　問題９．１の解答
(誤)　コアが存在するので．．．コアは内部安定性を満たしている。したがって

コアが外部安定性を満たすことを示す。
→ (正)　コアは内部安定性を満たしているので，コアが外部安定性を満たすこと
を示す。
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■ P.220　問題９．１　６行目
(誤)　このとき凸ゲームの定義から　→　 (正)　このとき個人合理性と凸ゲーム
の定義から

■P.220　問題９．１　９行目文末に「したがってコアは安定集合となる。」を加
える。
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